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佐賀地本出陣式

佐
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部
会
理
事
会

目標達成の誓いを宣言する佐賀所・大城３空曹

冒頭に挨拶をされる西村会長

広報官の出陣を全員で見送る佐賀地本部員目標達成の誓いを宣言する援護センター・木村陸曹長

新年度目標達成祈願のだるまに目を入れる本部長

佐
賀
地
本(

本
部
長
・
安
藤
和
幸
１
陸
佐
）
は
、

４
月
９
日(

木)

、
令
和
２
年
度
出
陣
式
を
実
施
し
た
。

出
陣
式
で
は
、
佐
賀
募
集
案
内
所
の
大
城
３
空
曹

と
援
護
セ
ン
タ
ー
の
木
村
陸
曹
長
が
地
本
部
員
を
代

表
し
て
目
標
達
成
の
誓
い
を
宣
言
し
た
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
合
格
者
に
対
す
る
部
隊
見
学
を
実
施

佐
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部
会

理
事
会
が
１
月

日(

月)

グ
ラ

ン
デ
は
が
く
れ
に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
た
。

理
事
会
で
は
、
九
州
補
給
処

長
及
び
本
部
長
が
来
賓
と
し
て

招
待
さ
れ
、
「
令
和
元
年
度
後

期
研
修
会
の
実
施
」
及
び
「
令

和
２
年
度
の
事
業
計
画
」
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

令
和
元
年
度
後
期
研
修
会
で

は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
九
州
補

給
処
長
に
よ
る
防
衛
講
話
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
残
念
な
が
ら

中
止
が
決
定
さ
れ
た
。
会
議
終

了
後
は
、
佐
賀
県
防
衛
協
会
女

性
部
会
理
事
の
皆
様
で
和
や
か

に
会
食
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
佐
賀
県
防
衛
協
会

定
期
総
会
も
中
止
と
な
り
、

殆
ど
の
行
事
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
会
を
催
せ
る

日
が
く
る
こ
と
を
待
ち
望
ま

れ
て
い
る
。

車
両
運
行
の
安

全
祈
願
を
行
い
、

広
報
官
達
が
出

陣
し
た
。

今
年
度
は
、

自
衛
官
の
定
年

延
長
が
実
施
さ

れ
る
た
め
、
募

集
及
び
援
護
業

務
と
も
に
柔
軟

な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
佐
賀

地
本
は
「
今
年

度
も
厳
し
い
現

状
で
は
あ
る
が
、

創
意
工
夫
し
た

施
策
等
を
行
い

ワ
ン
チ
ー
ム
で

目
標
達
成
を
目

指
す
。
」
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
本
部
長
、
副
本
部
長
、
各
課
・
各
所

長
等
に
よ
る
令
和
元
年
度
の
祈
願
成
就
及
び

２
年
度
の
目
標
達
成
祈
願
の
だ
る
ま
へ
の
目

入
れ
を
実
施
し
、
部
員
全
員
で
昨
年
度
に
続

く
目
標
達
成
を
祈
願
し
た
。

そ
の
後
、
援
護
課
の
感
應
１
陸
曹
と
鳥
栖

地
域
事
務
所
の
服
巻
２
陸
曹
の
号
令
で
声
高

ら
か
に
３
回
の
勝
鬨
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
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(

入
隊
へ
の
不
安
を
解
消)

募
集
課
は
、
２
月
４
日(

火)

、

２
月
６
日(

木)

及
び
２
月
７
日

(

金)

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
佐

賀
県
近
傍
の
陸
海
空
自
衛
隊
施

設
に
お
い
て
、
自
衛
官
候
補
生

及
び
一
般
曹
候
補
生
の
合
格
者

を
対
象
と
し
た
第
２
回
部
隊
見

学
を
実
施
し
た
。
本
見
学
は
、

昨
年
８
月
に
引
き
続
き
２
回
目

で
あ
り
、
陸
・
海
・
空
自
ご
と

の
合
格
者
に
対
し
て
、
よ
り
深

く
部
隊
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

４
日
は
陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐

屯
地
に
お
い
て
、
第
４
飛
行
隊

が
保
有
す
る
多
用
途
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
Ｕ
Ｈ-

１
や
、
九
州
補
給
処

整
備
工
場
な
ど
を
見
学
し
た
。

６
日
は
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地

に
お
い
て
、
Ｆ-

２
戦
闘
機
の
離

陸
や
整
備
、
基
地
内
の
地
上
業

務
な
ど
を
見
学
し
、
７
日
は
海

上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
に
お

い
て
、
哨
戒
機
Ｓ
Ｈ-

の
性

能
・
整
備
方
法
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

各
駐
屯
地
・
基
地
そ
れ
ぞ
れ

の
若
手
隊
員
達
と
の
懇
談
で
は
、

合
格
者
か
ら
入
隊
後
の
部
隊
勤

務
や
各
職
種
の
や
り
が
い
、
教

育
隊
で
の
生
活
、
給
与
や
休
暇

の
実
態
な
ど
、
活
発
な
質
問
が

な
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。
」
「
な
り
た
い

職
種
が
見
え
て
き
た
。
」
な
ど

の
声
を
頂
い
た
。

「
部
隊
見
学
は
、
入
隊
へ
の

不
安
を
解
消
す
る
大
変
重
要
な

機
会
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
近

傍
の
陸
海
空
部
隊
と
密
接
に
連

携
し
て
、
合
格
後
の
『
つ
な

ぎ
』
広
報
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
」
と
し
て
い
る
。 60

Ｆ－２戦闘機について説明を受ける
参加者達（築城基地）



鳥
栖

唐
津

佐
賀

武
雄

入
隊
予
定
者
に
対
し
教
育
隊
研
修
を
実
施

就
職
援
護
協
力
者
へ
Ｐ
Ｒ

入隊予定者の記念撮影

体験喫食の様子

艦艇研修

海上自衛隊呉史料館

入隊・入校予定者抱負

記念撮影

吉野ヶ里町家族会会長による
自宅訪問による激励

鳥栖市家族会会長による
鳥栖地域事務所での激励

１／２ｔトラックをバックにピース

興味深々に缶バッチ作成

手作りの旗をもって声援を送る園児達

各協力団体の方々や園児の声援を受け
整然と行進する幹部候補生

募
集
課
は
、
２
月

日(

月)

陸
上
自
衛
隊
久
留
米
駐
屯
地

に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
入

隊
予
定
者
等
を
対
象
と
し
て

教
育
隊
研
修
を
実
施
し
た
。

研
修
で
は
、
当
初
、
陸
上
自

衛
隊
及
び
教
育
隊
の
概
要
説

明
を
受
け
た
後
、
実
際
の
教

育
隊
施
設
を
見
学
し
た
。
ま

た
、
昼
食
の
体
験
喫
食
時
に

は
入
隊
先
の
異
な
る
者
同
士

が
、
食
事
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ

た
。
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研
修
に
参
加
し
た
入
隊
予

定
者
か
ら
は
、
「教
育
隊
の
概

要
説
明
を
受
け
て
、
不
安
が

軽
減
し
た
。
」、
「実
際
の
生
活

居
住
施
設
な
ど
、
見
学
で
き
て

良
か
っ
た
。
」と
の
感
想
を
頂
い

た
。
当
研
修
の
実
施
に
よ
り
、

教
育
隊
への
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
入

隊
予
定
者
等
の
不
安
・疑
問
が

払
拭
さ
れ
、
参
加
者
同
士
の

親
睦
も
深
ま
り
、
有
意
義
な

研
修
と
な
っ
た
。

援
護
課
は
、
２
月
３
日
（月
）

及
び
４
日
（火
）、
呉
・江
田

島
地
区
に
お
い
て
、
佐
賀
県

内
の
就
職
援
護
協
力
者
の

方
々
を
対
象
と
し
た
部
隊
研

修
を
実
施
し
た
。

本
研
修
は
、
就
職
援
護
協

力
者
５
社
６
名
の
方
々
に
ご

参
加
を
頂
き
、
初
日
は
、
海

上
自
衛
隊
呉
基
地
に
お
い
て
、

旧
日
本
海
軍
地
下
作
戦
室
、

艦
艇
、
潜
水
艦
の
研
修
、

呉
市
内
に
お
い
て
、
呉
市
海

上
歴
史
科
学
史
料
館
（
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
及
び
海
上

自
衛
隊
呉
史
料
館
（
て
つ
の

く
じ
ら
館
）
の
研
修
、
２
日

目
は
、
海
上
自
衛
隊
江
田
島

地
区
に
お
い
て
、
幹
部
候
補

生
学
校
卒
業
式
及
び
施
設
の

研
修
を
行
っ
た
。
卒
業
式
研

修
に
お
い
て
は
、
厳
粛
な
空

気
が
張
り
詰
め
た
中
で
の
自

衛
官
の
節
度
あ
る
動
作
に
感

動
さ
れ
て
い
た
。

今
回
、
参
加
し
た
就
職
援
護
協

力
者
の
方
々
か
ら
は
、
「海
上
自

衛
隊
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
。
」「国
防
を
担
う
若
者
た
ち
の

精
悍
な
姿
に
接
し
て
感
動
し

た
。
」な
ど
の
嬉
し
い
声
を
頂
い
た
。

佐
賀
地
本
は
、
「今
後
も
就
職

援
護
協
力
者
の
方
々
に
部
隊
研

修
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
への
認
識

を
深
め
て
頂
き
、
信
頼
と
協
力

を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
退
職

予
定
隊
員
の
就
職
援
護
基
盤
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
」と
し

て
い
る
。

唐
津
出
張
所
は
、
３
月

日(

水)

唐
津
市
役
所
に
お
い

て
唐
津
市
出
身
の
入
隊
・
入

校
予
定
者
と
共
に
峰
唐
津
市

長
を
訪
問
し
た
。

会
場
に
は
、
市
長
の
他
、

古
里
氏(

家
族
会
北
部
地
区

会
長)

、
安
岡
氏(

唐
津
支
部

家
族
会
会
長)

、
梅
崎
氏(

唐

津
市
役
所
防
災
対
策
監)

が

同
席
さ
れ
た
。

今
回
、
唐
津
市
か
ら
は
、

一
八
名
の
若
者
が
入
隊
・
入

校
を
予
定
し
て
お
り
、
出
身

地
区
、
採
用
種
目
、
入
隊
先

を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
負
を
述
べ
た
後
、
市
長

か
ら
、
こ
れ
か
ら
自
衛
官

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

す
入
隊
・
入
校
予
定
者
へ

激
励
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

て
い
た
。

唐
津
出
張
所
は
、
「
当

初
は
訓
練
の
日
々
で
慣
れ

る
ま
で
大
変
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
。
」
と
し

て
い
る
。

入
隊
・入
校
予
定
者
の
唐
津
市
長
表
敬

♯
１
０
０
部
内
幹
部
候
補
生
総
合
訓
練

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
２
月

日(
火)

武
雄
市
武
内
地
区

に
お
い
て
武
雄
市
防
衛
協
会

及
び
家
族
会
を
始
め
と
し
た

各
協
力
団
体
の
会
員
の
方
々
・

武
内
保
育
園
園
児
ら
と
と
も

に
、
総
合
訓
練
に
励
む
幹
部

候
補
生
学
校

♯
１
０
０
期
部

内
幹
部
候
補
生
の
激
励
を

行
っ
た
。

幹
部
候
補
生
の
学
生
は
個
人

携
行
装
具
が

㎏
を
超
し
、
疲

労
も
蓄
積
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
目
的
地
ま
で

踏
破
す
べ
く
、
仲
間
を
鼓
舞

し
、
ま
た
助
け
合
い
な
が
ら
、

頼
も
し
い
足
取
り
で
、
歩
み

を
進
め
て
い
た
。
武
雄
地
域

事
務
所
は
、
「こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
々
と
と
も
に
質
実

剛
健
に
て
清
廉
高
潔
な
幹

部
自
衛
官
を
目
指
し
、
頑

張
っ
て
い
る
幹
部
候
補
生
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。
」と
し

て
い
る
。
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鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
３
月
５

日(

木)

か
ら
３
月

日(

火)

の
間
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
、
自
衛
隊
家

族
会
主
催
の
入
隊
・
入
校
予
定
者

激
励
会
の
代
替
と
し
て
、
各
地
区

家
族
会
会
長
に
よ
る
入
隊
・
入
校

予
定
者
三
十
四
名
の
自
宅
訪
問
、

ま
た
鳥
栖
地
域
事
務
所
に
お
い
て

の
激
励
品
及
び
記
念
品
の
贈
呈
等

を
支
援
し
た
。

入
隊
・
入
校
予
定
者
か
ら
は
、

「
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
」
、

「
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
ま

す
。
」
等
の
前
向
き
な
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
い
、
ま
た
、
ご
家
族

の
中
に
は
、
家
族
会
の
活
動
に

賛
同
さ
れ
、
家
族
会
へ
の
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
も
見
う
け
ら

れ
た
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
「
こ

れ
か
ら
も
、
家
族
会
の
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
支
援
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
く
。
」
と
し
て
い

る
。

自
衛
隊
家
族
会
支
援

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
２
月
23

日(

日)

、
小
城
市
の
牛
津
公
民
館

及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
津
の
里
こ
ど
も
ま
つ
り
に
お
い

て
、
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た

ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
工
作
・
手

作
り
ゲ
ー
ム
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
が

あ
り
、
そ
の
中
で
、
１
／
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
の
展
示
及
び
募
集
広
報

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
来
場
者
に
対

し
、
自
衛
隊
の
各
種
活
動
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
に

対
す
る
信
頼
を
醸
成
し
た
。

自
衛
隊
の
ブ
ー
ス
に
来
た
子

ど
も
た
ち
は
、
１
／
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
前
で
記
念
撮
影
や
、
制

服
の
試
着
及
び
缶
バ
ッ
ジ
作
成

と
、
自
衛
隊
に
興
味
を
示
し
て

く
れ
、
将
来
の
募
集
対
象
者
に

対
し
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
「
今

後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

積
極
的
に
広
報
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
」
と
し
て
い
る
。

津
の
里
こ
ど
も
ま
つ
り
広
報
活
動

地
方
自
治
体
に
対
し
て

募
集
協
力
を
依
頼

佐
賀
地
本
は
３
月
、
佐
賀
県
庁

の
危
機
管
理
・
報
道
局
長
及
び
県

内
全
市
町
の
首
長
に
対
し
て
、
防

衛
大
臣
及
び
地
方
協
力
本
部
長
か

ら
の
自
衛
官
募
集
等
の
推
進
に
関

す
る
依
頼
文
書
を
手
交
し
た
。

本
文
書
は
、
自
衛
隊
法
第

条

に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
衛
官
等
募

集
に
関
す
る
法
定
受
諾
事
務
の
実

施
を
改
め
て
依
頼
す
る
も
の
で
、

募
集
対
象
者
情
報
の
紙
媒
体
等
で

の
提
供
や
、
募
集
広
報
へ
の
協
力

依
頼
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
に
対
し
て
、
依
頼
の
背

景
・
趣
旨
や
、
法
的
根
拠
を
丁
寧

に
説
明
す
る
事
に
よ
り
、
募
集
対

象
者
情
報
の
紙
媒
体
等
で
の
提
供

等
、
自
衛
官
募
集
に
係
る
協
力
を

取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
、
広
報
官

が
住
民
基
本
台
帳
を
一
件
ず
つ
書

き
写
し
て
い
た
事
務
的
作
業
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
、
募
集
活
動
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。

佐賀県の山下危機管理・報道局長（右奥）に対
して防衛大臣からの文書及び趣旨を説明
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各事務所のご案内 佐賀地本ＨＰのご案内

事務所等 住 所 電話番号

本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４１－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０３
佐賀市栄町３－５１

０９５２－２５－６７００

佐賀地方協力本部ホームページ
https://www.mod.go.jp/pco/saga/

人
事
往
来

【
転
出
者
紹
介
】

３
等
陸
佐

小
川

春
吉

（
第
４
師
団
司
令
部
）

１
等
空
尉

益
山

正
志

（
第
１
術
科
学
校
）

准
陸
尉

辻

直
行

（
第
４
特
殊
武
器
防
護
隊
）

陸
曹
長

西
山

卓
志

（
西
部
方
面
特
科
連
隊
）

陸
曹
長

古
賀

洋
則

（
九
州
補
給
処
）

２
等
陸
曹

浜
井

由
美

（
九
州
補
給
処
）

３
等
空
曹

境

真
一
郎

（
第
２
高
射
群
）

令
和
２
年
３
月

日
付

防
衛
事
務
官

下
田

悟

（
陸
上
幕
僚
監
部
）

防
衛
事
務
官

和
泉

昇

（
陸
上
総
隊
司
令
部
）

防
衛
事
務
官

島
田

智
浩

（
情
報
本
部
）

防
衛
事
務
官

太
田

光
喜

（
防
衛
省
内
部
部
局
）

令
和
２
年
４
月
１
日
付

16

【
退
職
者
紹
介
】

防
衛
事
務
官

矢
島
ひ
と
み

令
和
２
年
４
月
１
日
付

期
間
業
務
隊
員

坂
井
由
紀
枝

令
和
２
年
３
月

日
付

31

【
転
入
者
紹
介
】

１
等
陸
尉

黒
木

豊

（
第
４
師
団
司
令
部
）

２
等
空
尉

竹
村

亮
太

（
熊
本
地
方
協
力
本
部
）

准
陸
尉

齊
藤

信
一

（
情
報
本
部
）

陸
曹
長

増
田

恵
一

（
第
５
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
）

陸
曹
長

佐
々
原
郁
美

（
九
州
補
給
処
）

１
等
陸
曹

牟
田

好
秀

（
第

後
方
支
援
隊
）

２
等
陸
曹

野
中

隆
也

（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

２
等
空
曹

陣
内

安
雄

（
第
２
高
射
群
）

令
和
２
年
３
月

日
付

防
衛
事
務
官

福
川

靖

（
幹
部
候
補
生
学
校
）

防
衛
事
務
官

宮
本

優

（
東
部
方
面
総
監
部
）

防
衛
事
務
官

西
村

壮
司

（
西
部
方
面
総
監
部
）

防
衛
事
務
官

高
木

翔
汰

（
防
衛
省
内
部
部
局
）

令
和
２
年
４
月
１
日
付

１
等
海
曹

脇
山
由
香
子

（
佐
世
保
造
修
補
給
所
）

１
等
海
曹

志
水

裕
子

（
第

航
空
群
司
令
部
）

令
和
２
年
４
月
６
日
付

【
新
規
採
用
者
紹
介
】

期
間
業
務
隊
員

小
西

祐
喜

令
和
２
年
４
月
１
日
付

佐賀県内の１０市１０町と自衛隊との
連携強化」に向けた取り組みです。
空高く舞い上がるように、佐賀地本は、
活動して参ります。

イベント等写真館

褒賞状を授与される坂井期業員

転出事務官の紹介行事 万歳で見送られる転出自衛官

転出・退職される皆さん、
佐賀地本での勤務お疲れ
さまでした。新たに転入・
採用された皆さん、よろしく
お願いします！

1322

本部長へ転出の申告をする唐津所長・鳥栖所長 転出自衛官の紹介行事 万歳で見送られる転出自衛官

転入自衛官の紹介行事 挨拶を述べる転入自衛官 挨拶を述べる転入自衛官

16



イベント等写真館

自治体への募集事務に関する協力依頼
玄海町

津の里こどもまつり
親子でパジェロ試乗

就職援護広報
援護協力者の江田島の研修

就職援護広報
海自幹部候補生学校卒業生の見送り

津の里こどもまつり
ミニ制服試着に喜ぶこども

自治体への募集事務に関する協力依頼
唐津市

転出事務官の見送り

退職する坂井期業員・転出事務官の見送り

挨拶を述べる転出事務官

転入者紹介行事(事務官・自衛官・新規採用期業員) 転入者紹介行事(事務官・自衛官・新規採用期業員)

転出事務官

やっと
地域手当が
もらえる

<<

Ｖ

太田Ｃ

ｂｙ 本部長


